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1－1安全作業の解説

・保守点検作業を、安全かつ能率的におこなうためには、｢昇降

機現場安全作業基準｣と｢世界現場安全基準（WWJSSS）｣を

理解すること。

・保守作業中に発生する可能性のある事故を未然に防ぐため、

作業場の警告、注意を厳守すること。

・危険な作業は絶対に行ってはならない。

・保守責任者は点検業務にたずさわる社員に徹底させ、その教

育、指導を行う。

1.安全作業について

OJT、FEPは必ず実施のこと

1－2.厳守事項

（1）点検業務を行うものは、メンテナンス研修を受けた講習修了

者とする。

（2）点検は、必ず、お客様の了解をとり、点検中の表示を行う。

（3）点検項目以外の作業をする時は、全て責任者へ連絡し、指

示を仰ぐこと。

（4）主電源を“OFF”にした時は、必ず、お客さまに伝え、札を下

げて分かるようにすること。
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（5） ピット内作業はかご降下防止用冶具を用い、かごの降下を

防止してから行うこと。

（6） かご上作業は、ノーマル運転で行ってはならない。手元ｽ

ｲｯﾁ切り替えの上、手動運転にて行う。

（7） かご上の作業は安全帯を必ず着用すること。

（8） ドアを開放にしたまま、作業場から離れてはならない。離れ

る場合はドアを完全に閉め、ロックされていること。

（9） ピット内及びかご上での作業は、安全靴を履くこと。

（10）二人作業の場合は合図復唱と確認を必ず行うこと。又、同

時に昇降路内で上下作業を行ってはならない。作業責任者

が指示確認を行うこと。

（11）作業完了後は電源を“ON”にする前に、人、工具、設備の

放置がないか確認すること。又、同行作業者に作業完了と

電源を“ON”にすることを伝えること。

1－3  作業時の服装

・服装は会社が定めた作業服、作業帽、防寒衣、安全靴、

名札及び安全帯を着用すること。

・ポケットに工具を入れてはならない。（落下防止のため）

・服装は、ほころびがないこと、清潔であること、ファスナー

及びボタンを正しく留めること、に留意すること。
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２.必要工具類
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３.ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの構造と機器
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４．ピット内点検手順
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4－1 ピット内作業開始手順（ピットに入る時）

ビットに入る
ピット内に入る

①かごを最下階に呼ぶ

（最下階で入り口廻りに安全設置）

②自動のまま上方階にかご呼びを登録する

③最下階より走行し次の階に停止し

たら乗場扉をﾐｯｼｮﾝｷｰで開ける

★乗場扉を20cm程度開け、携帯ﾗｲ ﾄでﾋﾟｯﾄの状況を確認し、ドア保留装

置で固定する

④乗場扉を開けかごが降下しないかを確認する

⑤ライトを点灯させ、乗場扉を閉め、１０秒待つ PESの確認

★かごが動かないことを確認する。

⑥乗場扉を全開し、再度ドア保留装置で固定する

⑦ピット内にはいる

ｻﾎﾟｰﾄﾌﾞﾗｹｯﾄの取付
ｻﾎﾟｰﾄﾌﾞﾗｹｯﾄの取付手順

①副操作盤内スイッチMCSWをOFFにする

②サポートブラケットをレールの両側にとりつける

★作業者の身長＋100～200mm位の高さに取り付ける

セフティーの動作手順

①ピット外へ出る

②乗場よりPESを入れ乗場扉を閉める

③手動モードに切り替える

④サポートブラケットにかご預ける

⑤SOSを切りﾛｰﾌﾟが緩んだことを確認する

⑥ピットに入る

ｾﾌﾃｨｰを作動
させて行う作

業

セフティーの動作

（YES）

（NO）

ピット内作業開始



①

②

③

④

メンテツール

特定距離感知装置 触診・目視

動作確認

動作確認 各入力に異常無き事

取付状態 位置寸法・たち・通りに異常無き事 寸法確認

寸法確認

打音各締結部

メンテツール

外観確認

寸法確認

図①Ａ側

図①Ｂ側

寸法確認

位置寸法・たち・通りに異常無き事

緩み無きこと

位置寸法・たち・通りに異常無き事

スイッチ発光・受光部に傷なき事 目視

位置寸法・たち・通りに異常無き事

各入力に異常無き事

コネクター勘合部に異常無き事

（特定距離感知装置用遮蔽板）

各締結部

外観確認

各締結部

取付状態

取付状態

各締結部

取付状態

（ドアゾーンセンサー用遮蔽板）

特定距離感知装置

参照先

コネクター勘合部に異常無き事

コネクター勘合部に異常無き事

ドアゾーンセンサー

ドアゾーンセンサーベーン

スイッチ発光・受光部に傷なき事

触診・目視

目視

触診・目視

点検項目 測定対象 判定基準 測定器

4－1－1  ピット内点検内容 ①
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下表に基づき、点検を行う事。

ﾋﾟｯﾄｺﾝﾄﾛｰﾗｰ

図　　ピット部機器取付 図　　コンタクター盤詳細

②

各基板取付 取付にガタツキ等無き事 目視

点検項目 測定対象 判定基準 測定器 参照先

①
電磁接触器ボックス
（Ｓ－ＣＯＮＴ）

コネクター勘合部 確実に勘合していること 目視

汚れ等無き事 目視

まし締め

コンタクター 異常発熱・外観異常無き事 目視

接点溶着無き事 目視 消磁している事を確認

ピットコントローラー コネクター勘合部 確実に勘合していること 目視

はさまれ等無き事。 目視

汚れ等無き事 清掃

ヒューズ 切断等無き事 目視

配線 はさまれ等無き事。 目視

端子取付部に緩み無きこと まし締め

端子取付部に緩み無きこと

配線

4－1 －2 ピット内点検内容 ②
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図．①－２　ブレーキギャップ測定

図．①－１　巻上機外観

図．①－３　ブレーキギャップ測定

ﾌﾞﾚｰｷｷﾞｬｯﾌﾟ
0.45mm以下

ﾌﾞﾚｰｷｷﾞｬｯﾌﾟ
0.45mm以下

ﾌﾞﾚｰｷ1 ﾌﾞﾚｰｷ2

シックネスゲージ

駆動ドラム

ブレーキ

減速機

ギヤオイル確認窓

エンコダー

モーター

4－1－3   ピット内点検内容 ③

（8）

機器点検基準

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

参照先

目視

聴覚

シックネスゲージ

点検項目 測定対象 判定基準 測定器

昇降動作

ﾌﾞﾚｰｷｷﾞｬｯﾌﾟ

制動距離

（無負荷にて）

ブレーキ１、２について

それぞれ測定する

ﾌﾞﾚｰｷ1.2の

制動距離を測定する

スイッチ動作感知ｽｲｯﾁ

かご

モーター下

ｽﾑｰｽﾞな動作

0.45mm以下

１００mm以下

ｽﾑｰｽﾞな動作

ON-OFF確認

異音なきこと

メンテツール

目視

聴覚

触感

図①-1、①-2、①-3

減速器油量の確認

異音なき事

油付着なきこと油付着確認

減速機部

ロープ組付け部 巻胴部分 割れ欠け無き事 目視

ロープの巻付き形に異常無き事

全体 締結部 ボルトナットに緩み無きこと

目視

ロープガードは規定値で １５０ｍｍ鋼尺

取付されているか



４．ピット内点検手順
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4－2 ピット内作業開始手順（ピット作業終了時）

セフティーの解除 セフティーの解除手順

①マシンモーターにハンドルとリリーシングツールを取付ける

②ﾛｰﾌﾟのたるみが無くなるまで、手動でﾛｰﾌﾟを巻き上げる

③ドラムの溝にﾛｰﾌﾟが納まっていることを確認する

④ピット内から作業者は退出し、副操作盤内のスイッチ切り替える

⑤主電源をONにする

⑥インスペクション運転でかごをアップさせる

⑦サポートブラケットが離れた時点で、かごを停止させる

ピットからでる

①乗場扉を全開にしてドア保留装置で固定する

②乗場よりPESを入れ乗場扉を閉める

③常運転であることを確認する。

ｻﾎﾟｰﾄﾌﾞﾗｹｯﾄを外す

ｾﾌﾃｨｰを作動
させて行う作

業

ピット内から出る

ピット作業終了

（YES）

（NO）



５．かご上作業手順
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5－1 かご上作業開始手順

安全に関する注意事項
・かご上での作業は絶対ﾉｰﾏﾙ運転で行ってはならない。
必ず、手動運転にて行うこと
・かご上作業は安全帯を使用すること。
・手動運転時においてもｱｯﾌﾟ時の運転は、頂部隙間が少
いため頭上注意すること。

かご上での作業

かご上に乗る手順

かご上にのる

①かごを目的階でよぶ

②自動のまま下方向へかご呼びを登録する

③走行中乗場扉をミッションキーで開けかご上に乗れる位置に止める

★乗場扉を20cm位開け、携帯ライトでかご位置が安全に乗れるか確認する

④乗場扉を開けたまま10秒程度待つ

★かごが動かないことを確認する

⑤乗場よりかご上制御盤のスイッチを“OFF”にする

⑥乗場扉を全開にしドア保留装置で固定する

⑦点検灯を点灯する

⑧乗場よりかご上制御盤のスイッチを“ON”にする

⑨かご上に乗り乗場扉を閉め、手動スイッチを“ON”にし、命綱をかける

⑩手動運転は運転時以外はボタンから手をはなしておく

⑪TOCIのボタンのテストを行う



5－1－1   かご上点検内容①

かご上制御盤

① かご上コントローラー ＨＣＢ５基板 触診・目視

配線に異常無き事

② ＵＣＭＰ－ＣＯＮＴ ＵＣＭＰ基板 触診・目視

配線に異常無き事

リレー 触診・目視

③ かご上部 各締結部 緩み無きこと 打音

清掃状態 埃異物について清掃の事。 目視

参照先点検項目 測定対象 判定基準 測定器

コネクター勘合部に異常無き事

ソケットに確実に勘合している事

端子取付部に緩み無きこと

コネクター勘合部に異常無き事

（11）



5－1－2   かご上点検内容②

①

接点入力動作

動作確認 スイッチをＯＦＦにすると走行停止する事 目視

押し代確認の事（４～５ｍｍ） 鋼尺

動作確認 異音・振動無き事 聴診

割れ・傷・欠損等無き事

汚れ・荒れ無き事 目視

打音検査ドアスイッチ部

点検項目 測定対象 判定基準 測定器 参照先

締結部 緩みの無き事

目視外観確認

接点

（ｺﾝﾀｸﾄ・ｺﾝﾀｸﾄﾍﾞｰｽ共に）

ｺﾝﾀｸﾄ～ﾍﾞｰｽ間

ｺﾝﾀｸﾄ～ﾍﾞｰｽ間

鋼尺

鋼尺

全閉時接点位置確認 押し切り時が４ｍｍであること

接点接触位置 接触開始位置が８～９ｍｍである事

かご戸スイッチ

（12）
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かご上作業開始

安全に関する注意事項！！
・かご上より昇降路に落下する危険性がある場合は必ず安全帯を
使用すること。
・手動運転時は昇降路壁に接触しないよう注意をすること。
・かご上制御ボックスには乗らないようにすること。
・体の部分がかご枠よりはみ出していないか確認後動かすこと。

かご上から降りる手順

かご上から降りる

①かご上から降りられる位置に停止させる

②乗場扉を全開しドア保留装置で固定する。命綱をはずす

③かご上点検灯を消す

④かご上から降りる

⑤かご上制御ボックスのスイッチを“ON”にする

⑥乗場扉を閉める

⑦正常運転であることを確認する



（14）

６．乗場及びかご内点検手順

6－1 乗場点検手順

安全に関する注意事項
・かご上作業時は、かご上に乗る手順を守って実施すること。
必ず、手動運転で行うこと

・乗場ドアの開放は、第三者の進入の危険性がある。開放する時は
必ず安全柵を使用するか、ドア保留装置で最小限にドアを開け固定
すること

乗場管理用ｷｰｽｲｯﾁ

各階扉、ﾄﾞｱﾊﾝｶﾞｰ

敷居溝、ﾄﾞｱｶﾞｲﾄﾞｼｭｰ

各階ｲﾝﾀｰﾛｯｸｽｲｯﾁ

かご上に乗る手順

各階呼びボタン

点検手順



6－1－1  乗場で行う点検内容

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

キンク等無き事 目視

参照先

聴診

意匠（窓ガラス含む） 著しい傷・たわみ等無き事。 目視

開閉装置全体 締結部 緩みの無き事 打音検査

点検項目 測定対象 判定基準 測定器

動作確認 異音・振動無き事

外観確認 傷・欠損等無き事 目視

図

状態確認 著しい汚損等無き事 目視・清掃

インターロック部 取付寸法 上記寸法基準内であること 鋼尺

ドアスイッチ部 接点 汚れ・荒れ無き事 目視

動作確認 スムーズに動作する事 触診・聴診

動作確認 スイッチをＯＦＦにすると走行停止する事 目視

（ｺﾝﾀｸﾄ・ｼｮｰﾄﾊﾞｰ共に） 接点入力動作 押し代確認の事（４～５ｍｍ） 鋼尺

非常開錠装置 締結部 ワイヤ緩みの無き事 触診

ハンガー部 状態確認 吊り状態に異常なきこと 目視

立ち（±１ｍｍ・隙間５ｍｍ）

扉 取付状態 立付け・隙間に異常なきこと 鋼尺・目視

目視

開閉状態 異音・がたつき無き事 触診・聴診

巻き取りクローザー ワイヤ

ガイドシュー 著しい傷・汚れ等無き事。 目視

敷居 溝 著しい傷・汚れ等無き事。

係りの隙間寸法は上記の様３±０．５ｍｍになっていることを確認のこと。

インターロックとラッチのギャップが１．５～２ｍｍであること。

なお、表記係りの隙間寸法は目安であって、係り代数値は、下記Ａの値を計算にて記述のこと。

１８－（３±０．５）＝Ａ

図 インターロック部寸法確認

（15）
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6－2 かご内点検手順

運転状態の確認

かご内扉清掃

かご内操作盤、ﾎﾞﾀﾝ
の確認

照明、停電灯の確認

非常用ﾎﾞﾀﾝの動作
確認

かご内壁・床の確認

点検手順

外部連絡装置の確認
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７．点検基準及び点検報告書

7－1 点検基準
点検場所 点検機器 点検内容 要　点 方法工具 基準値 基準回数 点検周期

昇降路 ガイドレール 取付状態 傷・汚れ 目視等 傷等が無い 1年

昇降路 ﾄﾞｱｿﾞｰﾝ用ｽｲｯﾁ 取付状態、清掃 作動状況 鋼尺等 1年

昇降路 リミットスイッチ 取付状態、清掃 作動状況 鋼尺等 終端階ﾚﾍﾞﾙ＋24～40mm 48000回 1年

昇降路 移動ケーブル 取付状態、破損の有無 外観 目視等 破損無し 1年

昇降路 過巻防止スイッチ 取付状態、清掃 作動状況 鋼尺等 1年

昇降路 ﾛｰﾌﾟ ﾛｰﾌﾟの摩耗、錆の有無、清掃 外観 ノギス・目視 ｽﾄﾗﾝﾄﾞの破損と径7.2mm以上 1年

昇降路 上部綱車 取付状態、綱車溝摩耗の有無 外観 目視等 摩耗度 1年

かご内 運転状態 乗り心地、走行時の異音等 乗り心地 体感 無振動・異音無し 1年

かご内 かご壁、床 意匠の損傷、変色状態 外観 目視等 1年

かご内 操作盤、ボタン 動作・ﾗﾝﾌﾟ点灯状態、停止ｽｲｯﾁの動作確認 作動状況 目視等 点灯状態 1年

かご内 照明、停電灯 ﾗﾝﾌﾟの点灯状態 作動状況 目視等 50lx以上 14500回 1年

かご内 外部連絡装置 通話状態 作動状況 通話確認 通話 1年

かご内 かご上部環境状態 清掃 外観 目視等 1年

かご上部 かご戸、ﾄﾞｱﾊﾝｶﾞｰ 吊り・開閉・取付状態、摩耗の有無 作動状況 鋼尺等 扉下部とｼﾙとのｸﾘｱ６～7mm 14500回 1年

かご上部 敷居溝、ﾄﾞｱｶﾞｲﾄﾞｼｭｰ ｶﾞｲﾄﾞｼｭｰ摩耗の有無、清掃 作動状況 鋼尺等 開閉動作 14500回 1年

かご上部 ｹﾞｰﾄｽｲｯﾁ 動作・取付状態、接点の摩耗の有無 作動状況 鋼尺等 48000回 1年

かご上部 戸開閉装置 動作、端子締め付け状態 作動状況 鋼尺等 ｶｰｶﾑ罫書き線内にﾛｰﾗがかかっていること 14500回 1年

かご上部 戸閉安全装置 動作・取付状態、 作動状況 鋼尺等 取付状態 14500回 1年

かご上部 かご上部制御ﾎﾞｯｸｽ 取付状態、停止装置、運転装置の動作確認 作動状況 目視等 100V系0.1Ω以上２００Ｖ系0.2Ω以上 1年

かご下部 積載超過防止装置 動作・取付状態、 作動状況 専用冶具 積載量の1.1倍以内 1年

かご下部 非常停止装置とｽｲｯﾁ動作・取付状態、 作動状況 専用冶具 動作確認 1年

かご下部 ﾛｰﾌﾟ取付部 取付状態、 取付状況 専用冶具 ﾛｰﾌﾟに緩みが無いこと 1年

かご下部 ﾄﾞｱｿﾞｰﾝｾﾝｻｰ 動作・取付状態、清掃 作動状況 専用冶具 取付状態 48000回 1年

出入口 管理用キースイッチ 動作状態 作動状況 管理キー 入り・切り 1年

出入口 各階呼びボタン 点灯・動作状態 作動状況 目視等 点灯状態 1年

出入口 各階戸、ドアハンガー吊り・開閉・取付状態、摩耗の有無 作動状況 鋼尺等 扉下部とｼﾙとのｸﾘｱ６～7mm 4800回 1年

出入口 敷居溝、ﾄﾞｱｶﾞｲﾄﾞｼｭｰ ｶﾞｲﾄﾞｼｭｰ摩耗の有無、清掃 作動状況 鋼尺等 開閉動作 4800回 1年

出入口 各階ｲﾝﾀｰﾛｯｸｽｲｯﾁ 取付、給油、清掃状態、摩耗の有無 作動状況 鋼尺等 ｶｰｶﾑ罫書き線内にﾛｰﾗがかかっていること 48000回 1年

ピット ピット内環境状態 漏水、清掃 外観 専用冶具・目視等 1年

ピット 停電時自動着床装置動作状態、バッテリィー電圧 作動状況 専用冶具・電圧計 10.8V以上か２１．６Ｖ 1年

ピット ピット制御盤 取付状態、絶縁、電圧確認 作動状況 専用冶具・抵抗計 100V系0.1Ω以上２００Ｖ系0.2Ω以上 1年

ピット 電磁ブレーキ 作動状態、制動力 作動状況 専用冶具・目視等 停止距離 1年

ピット 緩衝機 取付状態 外観 専用冶具・目視等 ｾｰﾌﾃｨｰﾌﾞﾛｯｸとの隙間 1年

ピット 巻上機・電動機 綱車溝摩耗、油量、動作確認 外観 専用冶具・目視等 定格電圧の±５%以内 1年

ピット 冠水センサー 取付状態 作動状況 専用冶具・鋼尺等 ﾋﾟｯﾄ床面＋25mm 48000回 1年
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7－1－1  点検報告書
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7－1 －2  点検報告書
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８．部品取替え基準

交換サイクルは個々の製品の寿命を保証するものでは
有りません。使用状況、環境により交換サイクルが異な
る場合があります。下記交換周期は、保守点検契約を
締結して頂いていることを前提としております。

0年

主な交換対象部品
かご操作盤一式

かご位置検出器（ドアゾーンセンサー）

かご上コントロールボード

ガイドローラー一式

戸閉安全装置

ドア駆動用消耗材一式

ドア駆動用ＰＣボード

ドア駆動用モーター

乗り場呼びボタン一式

乗り場ドア機構消耗材一式

乗り場ドアスイッチ一式

巻上機制御用パワーボード

制御回路遮断機一式

巻き上げ機本体

巻き上げ機用ギヤオイル

主索(ロープ)

リミットスイッチ類一式

その他 停電時最寄階着床装置用バッテリー一式
*1

10年 15年 20年

かご廻り

ドア開
閉装置

乗り場
廻り

5年

昇降路
内機器
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９.日常の管理と点検
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10.お施主様へ

【所有者の義務について】
ﾎｰﾑｴﾚﾍﾞｰﾀｰ・小型（小規模建築物用）ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの所有者には建築基準
法により、維持管理・検査・報告の義務があります。

◆設置した設備を常時適法な状態に維持すること
（建築基準法第8条 ： 維持保全）

◆定期検査を受け、その結果を特定行政庁に報告すること
（建築基準法第12条3項 ：報告、検査等）

※報告義務は全国の小型エレベーター及び展示場設置のﾎｰﾑ
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの設置者です

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰにはﾒﾝﾃﾅﾝｽが必要です！

お施主様へ
上記の通り、建築基準法に基づき、維持管理と定期検査の報告の
義務があることから、ﾒﾝﾃﾅﾝｽの実施が必要です。又、法律に基づく
もの以外に、機器の調整、消耗品・部品の取替えなど定期的な点
検が必要です。安全性の確保と各機器の故障を未然に防ぐために
も定期的な点検が必要です。所有されるエレベーターの寿命を縮
めないためにも定期的なﾒﾝﾃﾅﾝｽをおすすめいたします。


